
 

 

 

平成２７年９月１８日 

海 上 保 安 庁 

 

「第１６回北太平洋海上保安フォーラムサミット」への参加について 
（結果概要） 

 

９月１４日（月）から１８日（金）まで、北太平洋地域の海上保安機関から長官級が参加する、

「第１６回北太平洋海上保安フォーラムサミット」が、韓国・ソウルで開催され、中島敏（なかじ

まさとし）海上保安監が出席しました。 

本会合では、参加６カ国が連携して実施する取り組みについて、今後の活動の方向性につ

いて議論が行われたほか、海上での犯罪取締り等に関する好事例の情報交換も行われ、北

太平洋の治安の維持と安全の確保における多国間での連携・協力の推進が確認されました。 

 

１．開催期間・場所 

期 間： 平成２７年９月１４日（月）～１８日（金）  

場 所： 韓国・ソウル 

 

２．参加機関 

日 本： 海上保安庁 （中島敏海上保安監） 

ロシア： ロシア連邦国境警備局 （アレクセイエフ・ユーリー副長官） 

中 国： 中国海警局（ワン・ホングァン司令部参謀長） 

カナダ： カナダ沿岸警備隊（ジョディ・トーマス長官） 

米 国： 米国沿岸警備隊（ポール・ズクンフト長官）  

韓  国： 韓国海洋警備安全本部（ホン・イクテ本部長） ※議長 

  

３．結果概要 

○ 北太平洋の公海における漁業監視共同パトロールの実施状況について報告があり、今

後の実施計画について議論した。 

○ 本年８月に中国・大連で実施した薬物取締をテーマとした多国間多目的訓練の成果につ

いて報告があり、各機関間の現場レベルでの連携・協力がより実践的なものになっている

ことが確認された。また、平成２８年８月にロシアで海上テロ対策をテーマとした訓練を実

施することに合意した。 

○ 密輸・密航や海上での事故災害への対応における各国の好事例について情報交換を行

った。 

○ 大規模な海難や災害発生時における参加国の連携に関するガイドラインを更新した。 

○ 会議の総括として、参加国間の連携・協力関係の全般を確認する「ソウル宣言」を採択し

た。（別添参照） 
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第１６回北太平洋海上保安フォーラムサミット 

韓国・ソウル 

２０１５年９月１４－１８日 

共同宣言 

 

２０１５年９月１４日から１８日まで、韓国・ソウルにて第１６回北太平洋海

上保安フォーラムサミットに参加したカナダ沿岸警備隊、中国海警局、日本国

海上保安庁、韓国海洋警察庁、ロシア連邦保安庁国境警備局、米国沿岸警備隊

の代表を含む北太平洋海上保安フォーラムの長は、 

 

２０００年、東京での初会合以来、フォーラムの参加当局間で合意に達した結

果としての北太平洋における平和と安全への貢献を確認し、 

 

これまでの、北太平洋海上保安自動情報交換システム(NPCGAS)を通じた情報交

換並びに漁業監視パトロール及び多国間多目的訓練の両者にて実証された運用

上の協力の有効性を是認し、 

 

各機関の権限及び管轄権の範囲内におけるフォーラム参加当局間でのより一層

強化された関係と協力を通じて達成可能な経済的利益を享受するとともに、安

全、治安及び友情関係の今後の発展可能性を認識し、 

 

フォーラムの毎年開催による継続性についての参加国の責任並びに全フォーラ

ムメンバー間での協力、理解、平等、信頼及び相互信頼の重要性を再確認する。 

 

そのため、 

 

我々は、薬物の違法密輸の防止をテーマとした机上訓練を通して各機関の現場

レベルでの連携・協力をより実践的なものとした、2015 年 8 月に中国海警局の

主導で実施された MMEXの有益性及びその成功を確認した。 

 

また、我々は、共同オペレーションのために NPCGF 各国のボランタリーなオペ

レーションガイドラインの第三改定版を採用することに同意する。 

 

更に我々は、共同オペレーション能力の向上のため、次回の MMEXにおいて、新

しいガイドラインを検証する。 

 



我々は、北太平洋における IUU(Illegal, unregulated, unreported)違法漁業へ

の対策のため NPCGF 加盟国が協力していることを高く評価する。我々は情報交

換と漁業監視の共同パトロールを通じて、北太平洋における IUUと戦う。 

 

 

我々は、メンバー国間で、近年における海上セキュリティに関する事項を含む

ベストプラクティスを共有するとともに、2016 年ＭＭＥＸの訓練シナリオに将

来を見据えた海上セキュリティに関する情報交換訓練を盛り込むことに合意す

る。 

 

我々は、2015 年 9 月に韓国沿岸警備隊主導で行われた情報伝達訓練を通じて北

太平洋における大規模災害に対処する緊急時連絡体制が確立されたことを評価

すると共に、今後も災害への準備・対応に関する効率的・効果的な対策の発展

と実施に協力して取組む。 

 

我々は、各国の不法取引取締りの成果を共有し、「戦略的脅威評価」を検証し、

2015年の MMEXにおけるベストプラクティスを強化する。 

 

我々は、中国海警局、ワーキンググループの名称変更、MMEX を含む今後五年間

の NPCGFホスト国に関する MOCの改定について同意する。 

 

我々は、NPCGFを改善、フォーラムの関連性の維持及び継続的な協力を常に考慮

することを誓う。 

 

そして、ここに、我々は、以上の決定を実行し、このＮＰＣＧＦの枠組みにお

ける連携と協調という互いの強い絆を更に一層強化することによって、北太平

洋海域における海洋安全とセキュリティ並びに海洋環境を守り抜くとの固い決

意を持続するものである。 

 

２０１５年９月１７日、韓国・ソウルにて署名 


